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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
博士論文調査会の報告を基に、当該分野での論文としての新規性、信憑性について審
査した。また、論文提出者本人の研究遂行並びに論文作成能力についても同時に審査し
た。 
論文調査会の報告書を委員に配布後、論文の構成について以下のような概要説明が行
われた。本論文は，鋳型に直接振動を付加するという簡便な方法で，鋳造材料の機械的
性質の向上に有効な結晶粒の微細化を図る新規的な方法の有効性を実証している。また，
微細化に有効な振動因子を整理し，合わせて微細化に及ぼす振動付加時期の影響の調査
と水モデルの直接観察結果を総合することで，結晶粒微細化のメカニズムを明らかにし
ている。更に、関連する学術論文が４編あり，何れもファーストオーサーで査読付きで
あること、内１編は英文であることから，研究遂行能力，論文作成に必要な英語能力が
備わっていると調査委員会が判断したことが報告された。 
当審査委員会としては、本論文が当該分野として適正かつ論理的な構成となっている
ことを認めた。また、学術論文も十分であることを認めた。次に、調査会並びに公聴会
における質疑応答の状況について審議し、基礎的な状態図に関する質問に的確かつ丁寧
に答えたこと、論文の範囲を超えた材料に関する発展的な質問にも現状を踏まえた回答
が的確になされたことが報告された。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
